
※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを記入。

科目名 設計演習１ 年度 2025

英語科目名 Desi gn Exer ci ses Ⅰ 学期 後期

【 科目の目的】

単位数 2 種別※ 実習

担当教員 山田　 盛久 教員の実務経験 あり 実務経験の職種 建築設計

学科・ 学年 建築学科 １ 年次 必／選 必 時間数 60

【 授業の注意点】

評価は出席状況や提出状況と 成果物をルーブリ ッ ク にも と づいて行い、 講評会においても 評価を行う 。
学生による自己評価及び相互評価も 実施し 、 評価に勘案する。

評価基準＝ルーブリ ッ ク
ルーブリ ッ ク

評価
レベル３ レベル２ レベル１

・ 住み手のキャ ラ ク タ ーや新たなラ イ フ スタ イ ルの物語を設定するこ と ができ る
・ 周辺環境や各自が設定し た物語と 関係付けた空間を構想し 、 各種図面や模型などに表現するこ と ができ る
・ プレゼンテーショ ンシート を作成し 、 講評会で他者に向かっ て建築提案をプレゼンテーショ ンするこ と ができ る

【 科目の概要】

木造一戸建て住宅の設計課題を通し て、 住宅の平面計画や断面計画を思考し 、 建築物と し てA3の提案書にまと める
また、 自分の提案を他者に伝えるためにプレゼンテーショ ンを行う

【 到達目標】

A． 敷地と 周辺環境の特徴を観察し 、 住み手のキャ ラ ク タ ーやラ イ フ スタ イ ルの物語を設定でき る
B． 具体的な空間を構想し 、 敷地図、 各階平面図、 断面図、 立面図を描き 、 模型をつく るこ と ができ る
C． 他者に向かっ て自分のアイ ディ アや提案をプレゼンテーショ ンするこ と ができ る

【 参考資料】

資料プリ ント

【 成績の評価方法・ 評価基準】

毎回の授業への取り 組み姿勢、 出席状況、 成果品等で評価する

到達目標
C

到達目標
B

到達目標
A

優れている ふつう 要努力

敷地と 周辺環境の本質的特徴を抽出
でき 、 住み手やラ イ フ スタ イ ルに関

する興味深い物語を設定でき る

敷地と 周辺環境の特徴を抽出でき
住み手やラ イ フ スタ イ ルに関する

物語を設定でき る

敷地と 周辺環境の特徴を抽出でき
ず、 住み手やラ イ フ スタ イ ルに関す
る物語を設定するこ と に興味がない

設定条件から 興味深い空間を構想
し 、 各種図面や模型やCG動画など

で、 熱意ある制作物をつく るこ と が
でき る

設定条件から 空間を構想し 、 各種図面や
模型で、 制作物をつく るこ と ができ る

設定条件から 空間を構想でき ず、 各
種図面や模型で、 制作物をつく るこ

と ができ ていない

他者に向かっ て理論的に順序良く 、
魅力的なプレゼンテーショ ンをする

こ と ができ る

他者に向かっ て理論的にプレゼンテー
ショ ンをするこ と ができ る

他者に向かっ て理論的に自分のアイ
ディ アをプレゼンテーショ ンする気

力がない

【 教科書】

『 建築デザイ ン製図』 学芸出版社
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自己評価： S： と ても よく でき た、 A： よく でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

他科目と の関連や授業実施方法を理解し ている

科目名 設計演習１

課題主旨 敷地、 設計条件、 課題の到達目標を理解し ている

敷地の観察 敷地の特徴をよく 観察する

周辺環境の観察 周辺環境の特徴をよく 観察する

設計の条件設定 住み手や住まい方等、 設計の条件を設定する

ゾーニング 適正寸法で条件に沿っ たゾーニングを考える

4 エスキス２ コ ンセプト の決定 2

2 敷地見学
敷地と 周辺環境

を見学し その特徴を
理解し ている

3 エスキス１ コ ンセプト の模索

設計の条件設定 住み手や住まい方等、 設計の条件を設定する

ゾーニング 適正寸法で条件に沿っ たゾーニングを考える

適正寸法で1/50断面図を描いて設計案を考える

2

2

スタ ディ 模型 1/100敷地模型にスタ ディ 模型をつく

スタ ディ 模型 1/100敷地模型にスタ ディ 模型をつく る

2

スタ ディ 模型 1/100敷地模型にスタ ディ 模型をつく る

サーベイ サーベイ シート をまと める

2

5 エスキス３ 空間の模索

7 中間発表
決定し た設計案
をプレゼンする

平面図スタ ディ 適正寸法で1/50平面図を描いて設計案を考える

断面図スタ ディ 適正寸法で1/50断面図を描いて設計案を考える

平面図と 断面図 1/50平面図と 1/50断面図を描いて持参する

スタ ディ 模型 1/100スタ ディ 模型をつく り 持参する 2

プレゼンと 改善点 グループで発表し 合い改善点を発見する

スタ ディ 模型

平面図スタ ディ 適正寸法で1/50平面図を描いて設計案を考える

断面図スタ ディ

1/100敷地模型にスタ ディ 模型をつく

8

平面図

１ 階平面図兼敷地図
を描く

9 ２ 階平面図を描く

CAD図面の作成 CADで1/50の１ 階平面図兼敷地図を描く

CAD図面の点検 図面が正し く 描けているかチェ ッ ク を受ける

CAD図面の作成 CADで1/50の２ 階平面図兼敷地図を描く

CAD図面の点検 図面が正し く 描けているかチェ ッ ク を受ける

6 エスキス４ 空間の模索

10 断面図 断面図を描く 2

CAD図面の作成 CADで1/50の断面図を描く

CAD図面の点検 図面が正し く 描けているかチェ ッ ク を受ける

2

2

敷地の模型の作成 1/50のプレゼン模型をつく る（ 壁・ 屋根）

敷地の模型の作成 1/50のプレゼン模型をつく る（ 床）

2

敷地の模型の作成 1/50のプレゼン模型をつく る（ 敷地）

敷地の模型の作成 1/50のプレゼン模型をつく る（ 敷地）

12 ダイ アグラ ム ダイ アグラ ムを描く 2

11 立面図 立面図を描く

13 プレゼンシート
プレゼンシート を構

成する

CAD図面の作成 CADで1/50の立面図を描く

CAD図面の点検 図面が正し く 描けているかチェ ッ ク を受ける

シート 構成 模型写真、 図面、 ダイ アグラ ム等を構成する

模型の完成 1/50のプレゼン模型を完成さ せる

設計コ ンセプト を示すダイ アグラ ムを描く

ダイ アグラ ムが適切かチェ ッ ク を受ける

質疑応答 質疑応答をし 講評を受ける

ダイ アグラ ムの作成

ダイ アグラ ムの点検

模型写真の撮影 外観・ 内観の模型写真のチェ ッ ク を受ける

設計主旨文の校正 設計主旨文のチェ ッ ク を受ける 2

2

他者の作品への興味 他者の作品にも 興味を持ち傾聴する

提出 プレゼンシート のデータ を提出する

14

シート 構成の点検 シート の内容物のチェ ッ ク を受ける

最終手直し シート 表現の手直し をする

プレゼン プレゼンシート と 模型で発表する

完成・ 提出
プレゼンシート を完

成する

年度 2025

15 講評会 発表と 講評 2

評価方法： 1. 小テスト 、 2. パフ ォ ーマンス評価、 3. その他

英語表記 Desi gn Exer ci ses Ⅰ 学期 後期

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

1
科目概要説明

住宅課題説明

科目の目的・ 内容
を理解し ている

科目概要 科目の目的・ 内容を理解し ている

2授業方法



備考 等
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